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入
賞
者
決
ま
る

第
22
回
高
梁
市
文
学
選
奨
（
旧
高
梁

市
内
）
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
６
部
門
39
点
の
応
募
の
中

か
ら
、
入
選
５
点
、
佳
作
15
点
が
選
ば

れ
ま
し
た
（
小
説
・
随
筆
部
門
の
入
選

は
該
当
者
な
し
）。

◆
各
部
門
の
入
選
者
と
作
品〈
敬
称
略
〉

詩
…
中
村
房
江
（
玉
川
町
玉
・
76

歳
）、「
空
き
家
」
▽
短
歌
…
辻
良
子

（
東
町
・
69
歳
）、「
明
る
さ
を
増
す
」

▽
俳
句
…
川
野
輝
男
（
中
井
町
津
々
・

76
歳
）、「
四
季
」
▽
川
柳
…
杉
本
貞
子

（
宇
治
町
遠
原
・
75
歳
）、「
わ
が
余
生
」

▽
童
謡
作
詞
…
中
山
法
子
（
鉄
砲
町
・

45
歳
）、「
オ
バ
ケ
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」川野輝男さん

瑞宝双光章
石田章雄さん(70)

新　町

旭日双光章
東　薫さん(77)
弓之町

丸橋確さん
(玉川町増原)

戸田龍夫さん
(有漢町有漢)

俳句部門

辻良子さん

短歌部門

中山法子さん

童謡作詞部門

杉本貞子さん

川柳部門

中村房江さん

詩部門

市
内
で
も
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
『
オ
レ
オ
レ
詐
欺
』
の
手
口

は
、「
も
し
も
し
オ
レ
だ
け
ど
、
○
○

で
急
に
お
金
が
必
要
だ
か
ら
振
り
込
ん

で
く
れ
」
な
ど
と
身
内
を
装
っ
て
お
金

を
だ
ま
し
取
る
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
最
近
は
、
警
察
官
や
弁
護

士
を
名
乗
り
、「
ご
主
人
が
交
通
事
故

を
起
こ
し
た
。
相
手
が
示
談
を
望
ん
で

い
る
」
な
ど
身
内
の
事
故
を
偽
装
し
、

示
談
金
を
要
求
す
る
手
口
の
『
な
り
す

ま
し
詐
欺
』
が
増
え
て
い
ま
す
。

相
手
は
被
害
者
の
名
前
、
勤
務
先
な

ど
個
人
情
報
を
つ
か
ん
で
い
た
り
、
複

数
の
人
間
が
い
ろ
い
ろ
な
関
係
者
に
な

り
す
ま
し
、
役
割
を
分
担
し
た
り
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〔
対
処
法
〕

・
あ
わ
て
ず
対
応

・
親
族
の
名
前
を
言
わ
な
い

・
一
人
で
決
断
せ
ず
、
ま
ず
確
認
、
相

談
・
警
察
官
が
示
談
金
を
要
求
す
る
こ
と

は
な
い(

警
察
官
を
名
乗
る
の
な
ら
、

警
察
署
に
電
話
し
て
確
認
を)

市
で
は
、
電
話
器
、
あ
る
い
は
そ
の

近
く
に
貼
れ
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
被
害
防

止
用
シ
ー
ル
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
人
や
問
い
合

せ
は
、
市
民
課
地
域

振
興
係
ま
で
（
4
@1

０
２
５
４
）

新潟県中越地震により新潟県では

甚大な被害を受けています。この災

害の義援金について、町内会で取り

まとめをお願いするとともに、11月

30日まで市役所、各地域局・公民

館・社会福祉協議会の窓口に募金箱

を設置していますので、皆さんの温

かいご支援をお願いします。

また、皆さんから寄せられた新潟

および福井豪雨災害義援金は

2,812,997円、岡山県台風16号

高潮等災害義援金は2,203,909円

となりました。ご協力ありがとうご

ざいました。この義援金は、日本赤

十字社、共同募金会を通じて被災地

に送金させていただきました。

Y社会福祉課社会福祉係4@10264

西輝利さん
(落合町阿部)

藤原益さん
(落合町近似)

危険業務に貢献
長年にわたり、著しく危険性の高い業
務に従事し、地域の消防・防災活動に
尽力された功績により、藤原益さん
(65)と西輝利さん(64)が瑞宝単光章を
受章されました。

戸
田
龍
夫
さ
ん
(73)
は
、
昭
和
63
年

か
ら
現
在
ま
で
の
16
年
間
、
行
政
相
談

員
と
し
て
行
政
に
関
す
る
相
談
や
苦
情

の
解
決
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

功
績
が
た
た
え
ら
れ
総
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

丸
橋
確
さ
ん
（75）
は
、
昭
和
53
年
か

ら
現
在
ま
で
の
26
年
間
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
地
域
の
福
祉
の
増
進

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
た

た
え
ら
れ
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
　
　
　
社
会
福
祉
の
増
進
に
功
績

総
務
大
臣
表
彰
　
　
　
　
　
行
政
相
談
に
尽
力

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献

「
こ
の
た
び
の
受
章
は
、
長
年
に
わ

た
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
支
え
に
よ
っ

て
い
た
だ
い
た
も
の
」
と
控
え
め
に

話
す
元
市
議
の
東
薫
さ
ん
。

昭
和
61
年
５
月
高
梁
市
議
会
議
員

に
初
当
選
以
来
、
４
期
16
年
の
長
き

に
わ
た
り
地
方
行
政
に
全
力
で
取
り

組
ま
れ
、
地
域
社
会
の
発
展
に
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
教
育
・
文
化
施
設
の
建
設

や
簡
易
水
道
の
普
及
な
ど
の
生
活
基

盤
、
道
路
網
の
整
備
促
進
に
尽
力
。

「
国
民
年
金
普
及
の
た
め
日
夜
、
各

市
町
村
を
ま
わ
り
、
い
つ
も
帰
り
は
深

夜
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
う
い
う
時
、

子
ど
も
の
寝
顔
で
疲
れ
も
吹
き
飛
ん
だ

も
の
で
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

「
受
章
は
、
私
に
と
っ
て
、
一
つ
の

節
目
で
す
。
体
は
、
あ
ま
り
丈
夫
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
励
み
に
初
心

に
返
っ
て
精
進
す
る
覚
悟
で
す
」
と

東
さ
ん
は
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
各
部
門
の
佳
作
〈
敬
称
略
〉

小
説
・
随
筆
等
　
佳
作
一
席
…
三
村

節
子
（
伊
賀
町
）、
二
席
…
八
木
敬
彬

（
落
合
町
原
田
）
▽
詩
　
一
席
…
杉
本

貞
子
（
宇
治
町
遠
原
）、
二
席
…
大
橋

冴
月
（
川
面
町
）、
三
席
…
西
村
毅

（
中
井
町
西
方
）
▽
短
歌
　
一
席
…
仲

村
和
子
（
津
川
町
今
津
）、
二
席
…
西

江
オ
ト
ヨ
（
宇
治
町
宇
治
）、
三
席
…

平
井
三
樹
三
（
荒
神
町
）
▽
俳
句
　
一

席
…
角
瀬
君
子
（
中
井
町
西
方
）、
二

席
…
西
井
武
雄
（
落
合
町
近
似
）、
三

席
…
荒
木
絹
（
八
幡
町
）
▽
川
柳
　
一

席
…
妹
尾
昌
美
（
東
町
）、
二
席
…
西

井
武
雄
（
落
合
町
近
似
）
▽
童
謡
作
詞

一
席
…
角
瀬
君
子
（
中
井
町
西
方
）、

二
席
…
藤
原
冨
治
（
御
前
町
）

入
賞
作
品
は
「
高
梁
の
文
学
」
と
し

て
発
刊
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
童
謡

作
詞
部
門
入
選
作
品
は
、
曲
を
付
け
て

来
年
の
童
謡
ま
つ
り
で
発
表
予
定
。

Y
教
育
委
員
会
高
梁
分
室
（
4
@1
０

２
８
８
）

人
権
擁
護
に
尽
力

「
一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
こ
と
が
、

認
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
相
談
事

な
ど
昼
夜
を
問
わ
ず
出
か
け
る
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
家
族
に
は
感
謝
し

て
い
ま
す
」。

昭
和
38
年
に
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
て
か
ら
平
成
12
年
ま
で
、
37

年
間
に
わ
た
っ
て
、
豊
か
な
知
識
と

経
験
に
基
づ
き
積
極
的
に
啓
発
活
動

に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

「
個
々
の
人
権
は
、
自
分
自
身
で
守

る
の
が
基
本
。
人
権
侵
害
の
処
理
に

は
、
時
と
し
て
、
自
分
を
捨
て
て
事

に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
い
い
ま
す
。

「
こ
の
受
章
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
も
の
を
生
か
し
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
さ
ら
に
社
会
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
、
今
で
も
訪
れ
る
相
談
者

に
快
く
応
対
さ
れ
て
い
ま
す
。


